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事業環境（1/2） 合成生物学によるバイオものづくり

合成生物学の発展に伴い、微生物を効率的に設計・構築できるようになり、
化学品、食品、医薬品など多種多様なものづくりへの応用が期待されている

ものづくり技術の停滞 持続可能資源への転換= ものづくりの課題 =

解決策
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事業環境（2/2） 合成生物学によるバイオものづくり

化学品

生分解性ポリマー
PHBH

食品

医薬品

植物由来ナイロン人工タンパク質
ブリュードプロテイン

植物由来人工肉
発酵ヘム

代替タンパク質
発酵乳タンパク

甘味タンパク質
発酵ブラゼイン

細胞医薬
遺伝子改変T細胞

ワクチン
mRNAワクチン

抗体医薬
関節リウマチ治療薬

資源循環や環境汚染に対する解決策

食料危機や食の多様化に対する解決策

アンメット・ニーズに
対する解決策
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バイオものづくりの課題

微生物及び原料、生成物に係る技術開発

化学品

食品

医薬品

微生物

糖類

未利用資源

CO2、NH3

バイオエコノミー

各用途での高い成長により、2030年～2040年に200-400兆円の世界市場予測＊

※ 「2020 McKinsey Global Institute Analysis」

プラットフォームやインフラに旺盛な投資

実用化

◼ 高付加価値

◼ 多品種・多用途

◼ 石油代替

◼ 代替食品

◼ アンメットニーズ

◼ 資源自律・循環

【現況】 国内外におけるバイオものづくりの取り組みと顧客・市場ニーズとのミスマッチ

案件が少ない

「ターゲット選定」と「事業収益化に至るフィージビリティ」が重要

開発自体は誰でも容易に

魔の川や死の谷の深掘りリスク
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ミッション

『ものづくりの可能性を広げ、新たな価値提供を通して、

人々や社会の持続可能で健全な発展に貢献する』

持続可能資源や代謝生成物など

バイオものづくりの特徴を最大限利活用しながら、

従来の優れたものづくり技術を積極的に組み入れることで、

プロダクト自体のパフォーマンスや差別化を訴求します。

ターゲット フィージビリティ

顧客・市場ニーズにマッチする製品・サービスの提供
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合成生物学と合成化学の融合によるものづくり

合成生物学と合成化学の強みを掛け合わせることで、

原料やプロダクトの選択肢を広げ、効率的なものづくりを実現できる

膜システムや進化工学による
取込・排出のコントロール

石化由来を含む
原料の拡充

プロダクト原料

合成生物学
アプローチ

合成化学
アプローチ

プロダクトの
分子設計プロダクトの高機能化

プロダクトの選抜

◼ 代謝経路設計

◼ 鍵酵素群の探索と導入

◼ 遺伝子の発現バランス制御

などによる産物の生産向上
プロダクトの選択的産生
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基盤技術（1/3） 微生物生産システムの開発

複数の要素を組み合わせることで高い生産性と選択性を実現し、

スケールアップや実用株改良にも適したロバストな微生物生産システム

+

選択的
取込

選択的
排出

石油系原料、抽出物
（安価な資源）

製造や規制に適した宿主をカバー

［設計例］ 大腸菌、酵母など

糖源, NH3, CO2

（再生可能資源）

広範な原料選択

輸送システムの
スクリーニング手法酵素改変

当社の
差別化技術

複数遺伝子の導入・発現制御

微生物機能を目的に合わせて拡張し、生産システムをスマート化
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基盤技術（2/3） 原料および発酵産物の拡張

微生物

従来のものづくりにとらわれず、合成生物学的手法を用いて適用原料を拡張し、

合成化学の発想で狙った構造・機能をもつ発酵産物を設計してアウトプット

従来のアプローチ

原料 糖などの炭素源

発酵産物

当社のアプローチ

微生物や動植物
がつくる物質

コスト訴求になるケースが多く、

差別化や長期収益化が困難

微生物

原料 糖などの炭素源

発酵産物

◦代謝を簡略化する
◦発酵産物の骨格になる

基質群

機能を有する新たな化合物群

特にマテリアル分野において、

顧客ニーズに合う機能や価格を訴求可能

独自の経路設計に基づく
微生物生産システム
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基盤技術（3/3） ターゲット選定と精密発酵

有用な発酵産物の中から実用性と生産性に優れたターゲット選定を行い、

精密発酵によって選択的かつ安定した生産を実現する

例）植物や海産資源の抽出物

(ヘルス/パーソナルケア素材、燃料)

✓ 有効成分を含む混合物

✓ 純度が低く、オイル等の性状

✓ ハンドリング、安定性に難有り

✓ 精製工程にエネルギー要する

✓ 資源、環境への影響

藻類や微生物による生産

コスト（培養-回収-精製）

抽出物からのターゲット選定＋精製発酵による生産

合成や精製を行い、
各成分の物性/機能面を評価

ユーザビリティや生産の観点から
製品価値の高い成分を選定

成分A

成分B

成分C

…

ターゲット

他製品との差別化

精密発酵によるターゲット生産
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企業 提供技術例

菌株育種

DNA合成

菌株育種

ライブラリー作製

自動化／LIMS

DNA合成

リーン型研究開発体制

連携可能なモジュール型企業

✓ 案件毎に適したツール＆要素技術をアサイン

開発費用や期間をアレンジすることができ、
検証機会のハードルを下げることが可能

✓ 多角的なアプローチを開発に適用可能

※ 合成生物学の最新技術をサービス提供するモジュール型企業が多数存在する

外部サービスや共同研究を通して最新ツールや要素技術を補完することで、

開発費用や期間の削減を図り、コア技術にリソースを集約した体制を構築

リーン型

＋ 大学・公的機関との共同研究
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当社の強み

共同研究や自社開発のサイクルで蓄積したライブラリー＆データに加え、

オープンソースのリソースを組み合わせることで継続的かつ迅速にアップデート

基盤技術によって蓄積されるライブラリー＆データを中核として、

製造プロセスやプロダクトの開発を支援するデザイン・プラットフォーム

サイクル
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ターゲット市場における支援（1/2） 初期検討～事業化までの併走

基礎研究開発

応用研究開発

量産化

事業化

コンセプト立案と実証

各マーケット領域で考慮すべきプロセスを踏まえ、一貫性のある併走支援を提供

事業収益化

ターゲット選定

実用化検討（プロセス開発、各種最適化）

実機による量産実証と製品化対応のサポート

製販による収益化のための技術支援

魔の川

死の谷

ダーウィンの海
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ターゲット市場における支援（2/2） これまでの開発事例

1. 機能性食品素材（ヘルスケア）

2. 半導体＆構造部材向け機能性剤（マテリアル）

コンセプト立案～PoC プロセス開発～スケールUP

競争優位な
生産量

・ 商用生産用培地の最適化

・ 実機用UP/DOWNプロセス開発

・ 実用株開発（プロセスフィット）

・ 技術移管＆スケールUP支援

商用生産

>数万Lスケール

製品化

高品質な食品素材

コンセプト 商用生産
～製品化

FAE

◼ 製品規格

◼ 法対応
（高度精製品）

◼ 実用株改良

社会実装のための
開発支援

✓ 機能的ニーズ

✓ 使用環境

✓ 市場環境

ニーズや環境を

ターゲットにした

化合物コンセプト

分子設計＆改良

R
1

R
2

R
3

R
1

R
2

R
5

合成

評価

プロセス開発
～スケールUP

合成プロセス
確立

5 steps

技術移管＆
スケールUP支援

>数千Lスケール

◼ IP取得

◼ 法対応
（化審法、REACH）機能、反応性

・ 使用方法

・ 品質、仕様

顧客

ニーズに対応する
開発支援

提案 解決
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当社のビジネスモデル（MODEL 1-3）

ビジネスモデル

Phase

基礎研究開発 応用研究開発 量産化 事業化

基盤技術
開発

コンセプト立案
- 菌株設計
- 生産システム設計
- プロダクト設計

PoC
 - 菌株開発
- 生産システム開発
- プロダクト開発

実用化検討
- 菌株育種
- 生産システム最適化
- プロダクト評価・改良

プロセス
開発

スケールアップ①
ラボ～ベンチ

製造体制
- 自製化
 - 委託生産

スケールアップ②
パイロット～実機

量産実証
法対応
サプライチェーン

実機製造 営業販売

MODEL 1

提案型＆受託型
共同開発

MODEL 2

自社プロダクト
開発

MODEL 3

受託サービス／
コンサルテーション

研究開発
契約①

研究開発
契約②

ライセンス
契約①

ライセンス
契約②

研究開発費（実費ベース）

売買契約

研究開発費（実費ベース）

マイルストン収入／契約一時金

ロイヤリティ収入

研究開発費（実費ベース）

マイルストン収入／契約一時金

販売／ロイヤリティ収入

受託費

コンサルテーション費

Case1

Case2

パートナー企業様との
協業が基本スキーム
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まとめ
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◼ 当社は、合成生物学に加え合成化学のものづくり技術を活用したバイオものづくり
に取り組んでおり、その特徴を生かした独自のデザイン・プラットフォーム（ものづくり
の源泉）の構築を進めています。

◼ 微生物生産システムや原料・プロダクトの拡張、ターゲット選定とその精密発酵等
の基盤技術により、バイオものづくり市場において付加価値の高い製品・サービスの
提供を目指しています。

◼ とりわけ、マテリアル分野、ヘルスケア／パーソナルケア分野に注力しており、これま
での商用スケール製造や製品化プロセスの実績とノウハウを活かし、初期検討から
事業化までの併走支援を行っています。

バイオものづくりの社会実装を促進するため、

顧客・市場ニーズを熟知し、製品開発力や販売ネットワークを有する

パートナー企業様との協業が不可欠であると考えております。

ご興味をお持ちいただけましたら、ぜひご連絡をお願いいたします
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